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　　　　　　　　　1 緒　　　言

　鋭 い コ
ーナ

ー
角 （溶接 止 端）、接触端 （フ レ ッ テ ィ ン

グ）、接着 端 な ど は 応 力 特 異場 状 態 と なっ て お り、最 大

応 力 は 無 限 大 とな り有 限 要 棄法等 で 求 め た最 大 応 力 を

用 い て の 強 度評 価 は 困 難 とな る、著者 らは 前 報 で 、こ の

よ うな 応 力 特異場領域 の 強 度 評 価 を 2 つ の 応 力 特 異 場

パ ラ メ
ー

タ H と λ を 用い て 行 う方 法 を提 案 した。本 論 文

で は、こ の 強度限界 Hth と λ の 関係 を特 定位 置応力 を 用

い た予 測法 （point　method 　お よび line　method ）を用 い て

予 測 し 実験結果 とか な り よ く
一

致す る こ とを確認 した。

さ ら に こ の 特 定位 置 応力を用い た 強度評価法 を フ レ ッ

テ ィ ン グ疲労強度 の 評価に 適用 し、最適接触 端 形 状 の 提

案を 行 っ た。最後 に
一

般の 応 力集 中 部位 の 強度評 価 に も

適 用 し、寸法効果 も 含め て 実 験結果 と もよ く
．一

致す る こ

と を 確認 し、統
一

的強 度評価法として 有効 で ある こ と分

か っ た。

　　　　2 ．特定位置応力 を用 い た 強 度評 価 法

　前 報 で 、著者 らは 図 1の 様 な 接 着 端、接 触 端 な ど の 強

度評価 を （1 ＞式 に 示 す様 な 2 つ の 応 力 特 異 場 パ ラ メ
ー

タH と λを用い て 評 価 す る方法 を提 案 した 。

　　　　　　　　σ
＝Htrλ　 （1）

　こ の よ うな 2 つ の パ ラ メ
ータ に よ る評 価 は 複雑 に な

る欠 点が あ るた め、こ こ で は特 定位置応 力 を用 い た 評価

法を こ の よ うな 部 位 に 適用 可能 か検討す る。まず特定位

置応力強度評価 法 は、応力分布の 両極端平滑材 と、き裂

材の そ れ ぞ れ の 疲労限 σ ．mo とき裂進展限界応力 拡 大 係

数範 囲 △ K
，h で の 応力分布 の 交 点 rp （point　method ）、あ る

い は 囲 ま れ た 面 積が 等 し くな る点 rL （line　method ）を求

め 、評価 対 象 とす る 部 材 の 応力 分 布 が 上記 と同 じ 条件 に

な っ た と き疲 労 限 に な る と評 価す る方法で あ る （図 2 参

照 ）。それ ぞ れ の 位置は 以 下 の ご と く示 され る。

peint　method 　で は rp＝（△Kth！△σwo ）
2
／2 π

line　method 　で は rL；2（△K1h！△σ w 。）
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Fig，2Derivatien　ofcritical 　distance　rp　and 　rL

　　　　　　 3 ．鋭 い 切 欠き材への 適用

　図 3 に 示 す様 な鋭 い 切欠 き材 の 応力分布 は 図の よ う

に応 力 特 異場 状鱆に な っ て お り、こ れに 先述の 特定位置

応 力 法 を適 用 す る と、特 定位置 は 以 下 の ご と く求 ま る 。

P・i・tm ・th・d で は △塩 ＝ △σ w 。・♂　 　 （4）
line　 method で は 　△ H 蕗

＝
（i 一λ〕

π ム

霎穿　（5）

HT60 鋼材 （△ ff　wO ＝＝547MPa 、　 △Kth＝7．5MPaV
’
m ） に

適 用 し結 果 を 図 で 示 す と図 4 の ご と くな る．実験結果 を

図 中 ● で 示 す が予 測 結果 とよ く
一

致 して い る こ とが 分

か る。
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　　　　　4 ．一般 の 応力集中部位への 適用

　 図 5 に 示 す 様 な 円 孔 及 び だ 円 孔 の あ る 試 験体 へ の 適

用 に は 図 6 の 様 な FEM 応 力 解析 を用 い て 行 っ た。図 7 、

図 8 に こ れ ら の 試 験 体 の 疲 労 限 の 特 定 位置法 に よ る 予

測結果を示 すが。両予 測 結果 とも に、実 験 結果 と比較的

よ く
一

致 して い る こ とが 分 か る。
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Fig．7　Experimenta正and 　estimatod 　fatigue　strength 　of

　 　 　 circular 　hole　model

120

　　　　　6 ．フ レ ッ テ ィ ン グ疲労 へ の 適 用

　 2 つ の 部 材 が接 触 して い る接 触 端 部 も、図 10 の 様 な

応 力 特 異 場 パ ラ メ
ー

タ を 有す る 応 力 特 異 場 とな っ て お

り、フ レ ッ テ ィ ン グ疲労 と呼 ばれ 平 滑 材 の 疲 労 験 の 1 〆

3 以 下 に な る な ど 恐 れ られ て い る。こ こ で は こ の 接 触 端

部の フ レ ッ テ ィ ン グ疲 労 き 裂発 生 の 予 測 に 特 定 位 置 応

力法 の 適用 を試 み る。
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Fig．8Experlmental　and 　estimated 　f乞t正gue　strength 　of

　　 elliptical　ho［e　model

　　　　　　 5 ．寸 法 効果 問 題 へ の 適用

　 部 材 の 寸 法 効 果 に つ い て は、素 材 の 金 属 学 的 な 考 察、

応 力 分布 的な 考察、確 率論 的考察な ど が なされ て い るが 、

こ こ で は 、特定位置法 を用い た 応力分布 か らみ た 寸 法効

果 の 予 測 を行 う。図 9 に 、図 5 の 円 孔試 験 片 とま っ た く

寸 法 的 に は 相似 で 、115 の 試 験 体 を示 す．こ れ の 疲 労 限

の 予 測 結 果 と 実験 結果 も図 9 に示 す が 、比 較的寸 法 効 果，

に 対 して も説 明 し うる こ とが分か る。
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　　　 Fig．10Geometry　of 　eontact 　structure

　 図 11 に各接触端 形 状 の 接触 端 近 傍 の 応 力 分布 の 解析結

　 果を示すが、こ れ らの 解析結果を、図 12に 示 す Ni−Mo −V

　 鋼 に 対 し て 特定位置 応力法 で 予 測 し た 強 度 基 準 に 対 応

　 させ る と、各接触 端 角度 に 対す る フ レ ッ テ ィ ン グ疲 労 き

　 裂 発 生 限 界 は 図 13 の 如 く予 測 で き、工 業上 有効 な接 触

　 端 形 状 の 対 策 が 提案 で きた。
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